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表１ 教員のライフステージとみやぎの教員に求められる資質能力

経験段階 第Ⅰ期 第Ⅱ期 第Ⅲ期 第Ⅳ期
【 基 礎 形 成 期 】 【 資 質 成 長 期 】 【 資 質 充 実 期 】 【 深 化 発 展 期 】

教職経験 １年目～５年目 ６年目～１０年目 １１年目～２０年目 ２１年目以上

・教員として使命感，教育的愛情を深め，広く豊かな教養や人間性を磨く

・学習指導・生徒指導，学 ・学級担任，教科主任とし ・教員として求められる多 ・教員としての高い専門性
【ライフステージ区分】 級経営，校務分掌につい ての経験をもとに，学習 様な経験を十分に積み， を発揮するとともに，学

て一定の職務遂行能力を 指導はもとより，学級経 さらに校内におけるリー 校運営上重要な役割を担
身に付けるとともに，学 営・学年経営,生徒指導 ダー的な役割を果たす教 い，他の職員への助言・
級担任としての力量を身 等の在り方に関して広い 員として全校的視野に立 援助など指導的役割や，
に付ける 視野に立った力量を向上 った指導力を充実させる 学校や地域全体の教育力

させる 向上に貢献できる力量を
向上させる

【主任・主幹の段階】 【管理職の段階】

・活力ある学校運営に参画 ・学校運営の推進者として
するための企画調整力と のリーダーシップを発揮
実践力を養う すべく，指導者並びに管

理者としての力量を向上
させる

みやぎの教員に
求められる資質能力

初任者層 若手教職員 中堅教職員 ベテラン教職員

主任・主幹層 管理職層

・教科等に関する専門的な知識 ・得意分野の伸長 ・授業力向上のための指導
・学習指導，授業づくりの力，教材解釈の力，教材化する力 ・不得意分野の克服 助言力
・学習指導要領のねらいを明確にした授業実践 ・高い専門性
・教科指導・生徒指導等のための知識・技能及び態度
・学びのコーディネーターとしての役割

・児童生徒の基本的な生活習慣の指導 ・教育相談の技法 ・生徒指導のための校内体制
・児童生徒の社会性を育むための指導 ・カウンセリング づくり，組織的な取組体制
・適切な学級経営（学級づくりの力） ・一人一人を生かす指導 ・教員の生徒指導力向上への
・個人の理解と集団の理解 支援
・道徳教育と生徒指導，特別活動と生徒指導 ・地域との連携
・児童・生徒や教育の在り方に関する適切な理解

・人間の成長・発達についての深い理解，内面的な理解 ・児童，生徒，教職員に対
・教育的ニーズの的確な把握 する関心と愛情
・実態に応じた適切な指導 ・人間的な魅力・親愛感
・共感的コミュニケーション
・子どもからの信頼
・教育的愛情，共感的・受容的態度で接する
・児童生徒が安心して過ごすことができる生活環境

・学級経営 ・学校経営への参画 ・学校経営力
・実践的指導力 ・企画調整力 ・リーダーシップ
・学校環境，教室環境等の整備 ・リーダーシップ ・組織マネジメント能力
・校務の処理 ・組織や学校経営への貢献 ・ビジョンの構築力
・教職員全体との同僚としての協力 ・教職員の育成 ・職場環境の改善
・学校づくりへの参画 ・教職員の能力伸長

・地域との信頼関係の構築

・教育者としての高い使命感と情熱 ・最高責任者としての使命と
・子どもに対する愛情や責任感 責任
・職務遂行の意欲 ・経営する力
・教職に対する愛着，誇り，一体感

・広く豊かな教養，常識 ・児童生徒に関する教育的愛情 ・渉外力，折衝力，交渉力
・豊かな人間性や社会性 ・リーガルマインド
・保護者，地域社会からの信頼 ・判断力，決断力
・コミュニケーション力 ・外部との協働ネットワー
・地域や家庭と連携する力 ク力
・自己管理力 ・コンプライアンスとリーダー
・高い規範意識と責任感 シップ，・説明責任

・自己啓発力 ・自己啓発力と研修意欲 ・自己啓発力と研修意欲 ・教育や人材育成に対する
・チャレンジ精神 ・ＯＪＴ支援 明確な理念と高い識見
・各人の得意分野づくり ・広く豊かな教養と経営能力
・個性の伸長 ・教員のキャリア形成支援

① 授 業 力

② 生徒指導力

③ 子ども理解

④ 学校を支える力

⑤ 教育への情熱

⑥ たくましく
豊かな人間性

⑦ 自己研鑽力
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表２ 教員研修体系表

第Ⅰ期 第Ⅱ期 第Ⅲ期 第Ⅳ期
経 験 段 階

【 基 礎 形 成 期 】 【 資 質 成 長 期 】 【 資 質 充 実 期 】 【 深 化 発 展 期 】

研 修 種 別 １年目～５年目 ６年目～１０年目 １１年目～２０年目 ２１年目以上

・経験年数の各段階に応じて

指 教職の職務遂行に必要な知 初任者研修 ５年経験者研修 １０年経験者研修 ２０年経験者研修

定 識，技能，態度の向上を図

◆ 研 るための研修 教育課程に関する研修（教育課程研修会等）等

基 修 ・教育行政上必要とする研修

本

研 ・校長・教頭・主幹教諭・主

修 職 任等の職能の段階に応じて 主任・主幹教諭等研修

能 職務遂行のために必要な専

研 門的知識・技能・力量等の 行政職研修 管理職研修

修 向上を図るための研修

◇ ・基本研修を基盤とし，教科

専門 ・科目，領域等の指導に必 教科・科目・領域等の専門的事項に関する研修

研修 要な専門的知識・技能の習

得を図る研修

・職務遂行に必要な識見を高 大 学 院 ， 企 業 等
派 め，指導力の向上を図るた

長 期 研 修遣 めに，県内外の研修機関へ
研 派遣する研修

教職員等中央研修
◇ 修

総 ・時代の進展変化に対応でき

課 る力を付けるため，グロー

合 題 バル化,情報化等，時代の 先行的研究，今日的教育課題に関する研修
研 動きを見据えた長期的な展

研 修 望に立つ課題に関する研修

・今日的教育課題に関する研修

修

教 ・教育に関連した幅広い課題

職 について，各界・各層の専

教 門家を講師等に招き，教員 教育講演会，シンポジウム等

養 としての専門的知識や教養

研 を深め，広い視野から資質

修 の向上を図るための研修

校内
・教員一人一人の指導力を高

研修
め，学校が直面する様々な

課題への対応を図るため，各
授業研究，講習会，指導主事訪問（校内研修サポートプログラム）

学校が主体的に取り組む研

修

長期 ・教員として必要な指導力の

特別 確保のため学校を離れて総 指導力向上長期特別研修

研修 合教育センターにおいて行

う研修

自主 ・教員が自主的に行う研修活
大学公開講座，カリキュラム支援室，ＣＩＴ授業の技

研修 動

※ 研修種別欄について，◆：原則悉皆研修，◇：原則希望研修（推薦含む）
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ステージごとの研修目標（身に付けたい資質・能力）［教諭］

※ゴシック体は、行動規準表の文言から抽出

評価区分 ステージⅠ（初任者～） ステージⅡ（5年目～） ステージⅢ（10年目～） ステージⅣ（20年目～）

学習指導 指導計画の
立案・実施

指導計画の
立案・実施

指導計画にしたがい適切に実
施している。

学習指導要領に基づき、学習
の順次性を考慮して指導計画
を立案し、適切に実施してい
る。

学習指導要領や学校の指導方
針に基づき指導計画を立案
し、適切に実施している。

学習指導要領や学校の指導方
針に基づき指導計画を立案
し、適切に実施するととも
に、学校の学習指導上の諸課
題を把握し、指導計画の改善
を行っている。

学習指導案
の作成

学習指導案の一般的な形式を
理解し、授業の流れをイメー
ジできるように、学習指導案
を作成している。

身に付けさせたい力やねらい
がわかり、評価規準や評価計
画を明らかにした学習指導案
を作成している。

目標、授業、評価を関連付
け、評価規準や評価計画、評
価方法を明らかにした学習指
導案を作成している。

目標、授業、評価を関連付
け、評価規準や評価計画、評
価方法を明らかにした学習指
導案を作成している。

教材研究・
指導方法の
工夫

ねらいの明
確化、教材
研究

授業のねらいを明確にし、教
材・教具を工夫するなど教材
研究をして授業を行ってい
る。

授業のねらいを明確にした
り、児童生徒の実態を踏まえ
たりするなど、適切な教材研
究をして授業を行っている。

授業のねらいを明確にし、児
童生徒の学習状況に即して教
材の工夫を行っている。

授業のねらいを明確にし、児
童生徒の学習状況に即して教
材の工夫を行っている。

児童生徒の
学習状況の
把握

児童生徒の理解度や反応を見
ながら授業を行っている。

児童生徒の言動に対して適切
に対応をするなど、児童生徒
の理解度や反応をみながら授
業を行っている。

児童生徒の反応や言動の真意
を読み取り、指導過程を修正
するなどの適切な対応をして
いる。

児童生徒の反応や言動の真意
を読み取り、指導過程を修正
するなどの適切な対応をして
いる。

話し方 声の大きさ、話す速さなど、
話し方の基本技術を身に付け
ている。

内容や目的に応じて、緩急、
強弱を考慮するなど、話し方
の基本技術を身に付けてい
る。

話し方、表情、所作などを工
夫し、場面によって適切に使
い分けている。

話し方、表情、所作などを工
夫し、場面によって適切に使
い分けている。

板書 板書計画を立て、筆順や見や
すさを考慮し、丁寧に板書す
るなど、板書の仕方の基本技
術を身に付けている。

書くべき内容を精選し、学習
の流れがよく分かる板書計画
を立てた上で、適切なタイミ
ングで板書するなど、板書の
仕方の基本技術を身に付けて
いる。

児童生徒の様子を観察し、児
童生徒の理解や思考の展開を
把握しながら、わかりやすい
板書をしている。

児童生徒の様子を観察し、児
童生徒の理解や思考の展開を
把握しながら、わかりやすい
板書をしている。

発問 児童生徒の多様な意見を引き
出す発問をしている。

児童生徒の思考を促す的確な
発問をしている。

ねらいや学習方法に応じた主
発問および機に即した補助発
問をしている。また、発問に
対する児童生徒の反応を授業
の展開に生かしている。

ねらいや学習方法に応じた主
発問および機に即した補助発
問をしている。また、発問に
対する児童生徒の反応を授業
の展開に生かしている。

わかる授業
の展開

児童生徒に学力を身に付けさ
せるためのわかる授業を心が
けている。

児童生徒に学力を身に付けさ
せるためのわかる授業を展開
している。

児童生徒に学力を身に付けさ
せるためのわかる授業を展開
している。

児童生徒に学力を身に付けさ
せるためのわかる授業を展開
している。

学習指導に
対する理解
と取組

学習指導要領や、学習指導と
評価に関する基本的知識を身
に付けている。

学習指導要領や、学習指導と
評価に関する基本的知識を身
に付け、指導に生かしてい
る。

学習指導についての専門的知
識を身に付け指導に生かして
いる。

学習指導についての専門的知
識を身に付け指導に生かすと
ともに、学校の学習指導上の
諸課題について、積極的に課
題解決にあたったり、同僚に
適切な支援、助言をするなど
して校内の学習指導の向上に
寄与したりしている。

評価の工夫 評価の工夫 評価規準に基づいた、適切な
評価を実施している。

評価計画を立てて、適切な評
価を実施している。

児童生徒の学習状況に応じて
評価を工夫し、学力の向上に
生かしている。

児童生徒の学習状況に応じて
評価を工夫し、学力の向上に
生かしている。

児童・生
徒指導

児童生徒と
の信頼関係
の構築

児童生徒理
解

日常的なやりとりから、児童
生徒の性格、希望、悩み等を
理解しようとしている。

児童生徒一人一人の情報を収
集、分析するなど、児童生徒
の性格、希望、悩み等を理解
するための取組を行ってい
る。

様々な情報に基づいて児童生
徒一人一人の状況を的確にと
らえ、適切な指導方針を立て
ている。

様々な情報に基づいて児童生
徒一人一人の状況や変化を的
確にとらえ、適切な指導方針
を立てている。

信頼関係づ
くり・教育
相談

カウンセリング・マインドを
もって、一人一人の生徒理解
を深めるかかわりを作るな
ど、共感的・受容的に児童生
徒に接している。

児童生徒が安心して相談でき
るよう工夫し、児童生徒の思
いを理解しながら適切な助言
をするなど、共感的・受容的
に児童生徒に接している。

児童生徒からの悩みの相談に
対し、児童生徒の状況を的確
に把握した上で、問題解決へ
の道筋を適切に助言・指導す
るなど適切に対処している。

様々な教育相談の手法を身に
付け、場面・状況に応じた相
談方法を活用するなど、児童
生徒からの悩みの相談に対
し、適切に対処している。

児童生徒へ
の支援、指
導

児童・生徒
指導への取
組

児童・生徒指導の目的や学校
の方針について理解し、児
童・生徒指導に取り組んでい
る。

児童・生徒指導の目的や学校
の方針について理解し、児
童・生徒指導に適切に取り組
んでいる。

学校の課題・方針等をもと
に、児童・生徒指導に積極的
に取り組んでいる。

学校の課題・方針等をもと
に、児童・生徒指導に積極的
に取り組んでいる。

基本的生活
習慣の指導

基本的生活習慣の育成を行っ
ている。

基本的生活習慣の育成を適切
に行っている。

基本的生活習慣やルール、マ
ナーなどについて、積極的に
指導している。

基本的生活習慣やルール、マ
ナーなどについて、積極的に
指導している。

問題行動へ
の対応

日頃から児童生徒の様子を観
察し、指導の経過を記録しな
がら、問題行動等の早期発
見、迅速な対応を行ってい
る。

日頃から児童生徒の状況や内
面を理解し、指導の経過を記
録しながら、問題行動等の早
期発見、迅速な対応を行って
いる。

指導の経過を記録しながら、
問題行動等の早期発見、迅速
な対応を行っている。また、
問題行動の背景と直接的な原
因を的確に把握し、適切な指
導を行っている。

問題行動の背景と直接的な原
因を的確に把握し、適切な指
導を行っている。また、問題
行動への対応に関して、同僚
に適切な支援、助言をしてい
る。

特別活動、
進路指導等
への取組

特別活動や進路指導等の意義
を理解し、指導に取り組んで
いる。

特別活動や部活動、進路指導
等の意義を理解し、適切に指
導している。

特別活動や部活動、進路指導
等の指導を積極的に行ってい
る。

特別活動や部活動、進路指導
等の指導を積極的に行うとと
もに、同僚に適切な支援、助
言をしている。

組織的対応 組織的対応の意義を理解し、
児童・生徒指導にあたってい
る。

教職員間で児童生徒の情報を
共有し、協力して児童・生徒
指導にあたっている。

児童・生徒指導について、組
織を活用し課題解決にあたっ
ている。

児童・生徒指導について、組
織を活用し課題解決にあたっ
ている。

家庭・地
域・関係諸
機関との連
携

家庭・地
域・関係諸
機関との連
携

家庭との連携の重要性を認識
し、連携を図っている。

家庭への情報提供に努めるな
ど、家庭との連携を図り、良
好な関係を築いている。

家庭・地域・関係諸機関等と
連携し、問題行動の予防や解
決にあたっている。

家庭・地域・関係諸機関等と
連携し、問題行動の予防や解
決にあたっている。

評価の着眼点

3

miyama
栃木県



ステージごとの研修目標（身に付けたい資質・能力）［教諭］

※ゴシック体は、行動規準表の文言から抽出

評価区分 ステージⅠ（初任者～） ステージⅡ（5年目～） ステージⅢ（10年目～） ステージⅣ（20年目～）評価の着眼点

参画・経営 校務分掌へ
の取組

校務分掌へ
の取組

担当する校務分掌について、
責任を自覚し、迅速・正確な
処理をしている。

担当する校務分掌について、
他の分掌や全体とのかかわり
の中で自己の役割を理解し、
迅速・正確な処理をしてい
る。

校務分掌について、工夫や改
善をして、積極的に取り組ん
でいる。

校務分掌について、工夫や改
善をして積極的に取り組むと
ともに、同僚に適切な支援、
助言を行っている。

報告・連絡・
相談

校務を処理する上で、報告や
連絡、相談を適切に行ってい
る。

校務を処理する上で、報告や
連絡、相談を適切に行ってい
る。

校務を処理する上で、報告や
連絡、相談を適切に行ってい
る。

校務を処理する上で、報告、
連絡、相談を適切に行うとと
もに、校内の連携が円滑に行
われるよう働きかけている。

学級経営 学級内での良好な人間関係づ
くりを行っている。

学級内での良好な人間関係づ
くりを行っている。

学級内での良好な人間関係づ
くりを行っている。

学級内での良好な人間関係づ
くりを行っている。

学級活動の意義を理解し、学
級（学年）集団の規律を維持
し、組織的に活動させてい
る。

学校教育目標や生徒の実態を
踏まえ、学級（学年）集団の
規律を維持し、組織的に活動
させている。

学校教育目標や学校の指導の
方針を踏まえ、他の教職員と
連携を図りながら、積極的に
学級経営を行っている。

学校教育目標や学校の指導の
方針を踏まえ、積極的に学級
経営を行うとともに、同僚に
適切な支援、助言をしてい
る。

学年経営 学年主任や他の正副担任と協
力しながら、学年経営に参加
している。

他の学級や学年と協力しなが
ら学年経営に参加し、課題を
解決しようとしている。

学校の指導の方針を踏まえ、
学年を経営または経営に参画
している。

学校の指導の方針を踏まえ、
学年を経営している。

学校経営へ
の参画

学校経営へ
の参画

各種委員会など校内組織での
自らの役割を果たしている。

各種委員会など校内組織での
自らの役割を自覚し、果たし
ている。

学校経営上の課題をもとに、
その解決のために積極的に参
画している。

学校経営上の課題をもとに、
その解決のために積極的に参
画している。

家庭・地域・
関係諸機関と
の連携

家庭・地域・
関係諸機関と
の連携

学級経営や教科についての理
解を促すために、家庭に情報
を提供している。

学級経営や教科についての理
解を促すために、家庭に情報
を提供したり、地域と連携・
協力したりしている。

家庭・地域・関係諸機関等と
連携・協力しながら、校務を
処理している。

家庭・地域・関係諸機関等と
連携・協力しながら、校務を
処理している。

意欲・態度 教育的愛情 児童生徒に教育的愛情を持って接している。

信念、熱意 正しい信念のもと、熱意をもって仕事に取り組んでいる。

人権尊重の
精神

人権尊重の観点を重視し教育活動を行っている。

誠実・品位 礼儀正しい態度で誠実に仕事に取り組んでいる。

公正 偏りがない見方・考え方で公正に勤務している。

法令の遵守 職務・勤務の在り方を自覚し、厳正に勤務している。

責任感 責任を持って職務の処理にあたっている。

寛容性 異なる意見・立場を尊重し、職務にあたっている。

協調性 同僚と協調して職務にあたっている。

研修に対する
意欲

研修 自己の能力向上のために、研究と修養に取り組んでいる。

誠実・品位、
公正、法令の
遵守等

教育的愛情・
熱意

責任感・寛容
性・協調性等

学級学年経
営・参画
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